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学習英文法研究会

　関西 支部に研 究会が で きた の は 、 1986 年 6 月 28 日、安藤昭
一先生 が支部長 、多田稔先

生 が事務局幹事の 時代で あ っ た 。 学習英文法研究会は 、 研究会発足時にで きた 13 の 研究

会 の
一

つ で あ り、 代表は 前川 哲郎先生だ っ た 。
1990 年 10．月 10 日 、 大谷泰照先生 が支部長

の 時に 、　 「1991 年度に 10 の 研究会を設け 、 どの 研究会 も 2 年間活動 し 、 そ の 成果を公 表

す る こ とを原則 とす る」 こ とが決 ま っ た 。
1986 年に発足 した研 究会 を第 1次研 究会 、

1991

年度に発足 した 研究会 を第 2 次研究会 と呼 ん だ
。 第 2 次学習英文法研究会の 代表 に は 、 引

き続 き、前川先 生 が就 か れた 。 前川 先生 が 代表 を務 め られたの は 13 年 に及 ぶ
。 研 究会 の

初期 の 活動 に対す る前川先 生 の 貢献 は 多大 な もの で あ っ た
。

　 1992年 6 月 13 日に 『大学英語教育学会関西支部紀要』第 1 号が刊行 され、第 2 号か ら

第 6 号 に至 る まで 、 『関西支部紀要』に は研究会の 活 動報告 が掲載 され た 。 第 7 号は
一

般

会員か らの 投稿論 文 と各研 究会の 活動報告が掲 載 され た が 、第 8 号以 降は 『関西 支部紀

要』 に は
一

般会員 の 投稿論文 の み が 掲載 され る こ とにな っ た。 『関西支部紀 要』の 編集方

針 の 変更 に伴 い 、学習英文法研究会 は、隔月 、あるい は 月例 で 開い て きた研 究会 に お ける

発表 の 概要 を 『学習英文法研 究会研 究集録』 とい う冊子 を刊行 して 公 表 して きた 。

　学習英文 法研 究会の 歴 代 の 代表者は以下 の 通 りで あ る （敬称略）。

　 前川 哲郎 （1986〜 1998 年度） 、菅山謙 正 （1999〜 2000 年 度） 、 岡 田伸夫 （2001 年

　 度） 、 松浦勉 （2002 年度）、神崎 高明 （2003 〜 2004 年度） 、山本 英
一

（2005〜2006

　 年 度） 、奥 田 隆
一

（2007 〜 2008 年 度） 、 甲斐雅 之 （2009 〜 2010 年 度）、岡 田伸夫

　　 （2011 〜2012 年度 ）

　学習英文法研究会 の 活動 内容 は、各年度の 代 表の 個性 に負 うとこ ろ も多 か っ たが、原則

的に は、   近年 の 英語学 ・言語学研究 に よ り、 どの よ うな知 見や洞 察が得 られ たか 、  そ

れ を どの よ うに して 学習英 文法に取 り入れ た らの い の か 、の 2 点 を研 究 目標 として い た。

研 究会活 動 の 中心 は 、 JACET 会員の 研 究発表 を 聞 き、全 員 で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン す る こ と

で あ っ た が 、 非会員の 方 に発表 して い た だ くこ ともあ っ た 。 活 動が活発 な時代 に は 、隔月

あるい は月例で 研究会 を開催す るだ けで な く 、 支部大会で シ ン ポ ジウム や ワ
ー クシ ョ ッ プ

を開 くこ ともあ っ た。

　以下、近年 の 研 究会活動 の
一

端 を紹介 す る。

2009年 度
〜2010 年度 に おい て は 、代表者 の 校務 等の 都合 に よ り例会 の 開催は 2度 の み

で あ っ た 。 第 1 回例会は 、 2010年 10月 2 日に京都女子大学で 行 われ た 。 発表 は 2 件 で 、

中川右也氏 （米子 工 業高等 専門学校） の 「英語学的観 点か ら学習英文法 を考 える〜仮 定法

に焦点 を 当 てて 〜
」 と八木克正 氏 （関西学院大学） の 「定型表現 be　about の 形成 とそ の 意

味」 で あ っ た 。 第 2 回例会は 、 2011年 1月 15 日 に関西 学院大学梅 田キ ャ ン パ ス で行 われ

た 。発 表は 2 件 で、 甲斐雅之 氏 （京 都女子 大 学）の 「experiential　iconicityと text　type」 と

大谷麻美氏 （京都女子 大学） の 「日 ・英語 の イ ン タ ラ クシ ョ ン ・ス タイ ル 分析 か ら考察す

る英語 教育の課 題 」 で あ っ た。 い ずれ の 例会 も他 研 究会や学会 との 重 な っ て い た た め参 加

者は 10名前後 と少 なか っ たが 、 中身 の 濃 い 議論が展開 され た 。 　 （岡田伸夫 、 甲斐雅之 ）
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